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愈

ア セ トン パ ウダ
ーか ら抽出され る GADP ア クチ ン

に つ い て （II）

大 日方昂，小野塚敏和，青木雅彦 （千葉大
・理 ・生

物）

The 　 extraction 　 of 　 GADP 　 actin 　 from　 acetone 一

dried　 actin 　powder

TAKASHI 　 OBINATA ，

MASA 田 KO 　 AOKITOSHIKAZU

　ONOZUKA ，

　通 常 の ア ク チ γ の 調製法 （Straub の 方法） に お い

て 筋肉の ア セ ト γ 粉末を水 で 抽出 した 時，溶出 した
　A　　o　　oGADP

ア ク チ ソ （GADP ）が共存す る ミt キ ナ
ービ

などの 作用 で，二 次的 に GATP ア ク チ ン （GATP ）

に 変 えられ る こ とが 指摘 され て い る　（Tsuboi　 and

Hayashi，1963） の で ，こ の 点 を 更 に 検討す る た め

に ，精製 ア ク チ V を ア セ ト ソ 粉末 に し ， こ こ か ら水

で 抽出 され る ア ク チ ン の 性質 を 調べ た 。 そ の 結果．

こ の ア ク チ ソ
ー

ア セ ン ト粉末を 0 °C の 水 で 抽 出 し て

　　　　　　　　 o　J　o

得 られ る もの は GADP で ある こ とが次 の 理 由に よ り

確認 され た 。 （D 塩 の 存在下 で も0°C で は 重合せ ず，

25°C に 加温す る と速 か に 重 合する 。 （2）重合時 に 無

機 リ ン 酸 の 放出 が な い
。 （3）結 合 ヌ ク レ オ チ ドを薄層

ク 卩 マ F で 調 べ た 所 ADP で あ っ た 。ア ク チ ン 粉末

か らの ア ク チ ン の 抽出率は ，
O °C

，
30分間抽出 の 際 1

約 50％， ト ロ ポ ミ オ シ ン の 混 入 は 特 に 認め られず，

ア ク チ ノ 粉末の 県存 が 容易 で あ る 点 を 考慮 す る と，
　 　 　 　 　 　 　 ゆ　 o 　 o

こ の 抽出法 は GADP の 抽 出法と して 便利 な 面 が多

い 。 加温に よ り重合 した ア ク チ ン 7 イ ラ メ ン トの 逆

染 色法 に よ る 電顕観察で は ，
リ ン 酸を添加 し な い と

典型的 フ ィ ラ メ ン ト縁が み られ な い 。ア ク チ ン 粉末

か ら の 水抽出を ミ オ キ ナ
ーゼ （50Pt9／ml ） の 存在下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e　　の　o

で 行 な うと，得 られ る もの は GATP で あ る こ とが，

こ の 場合 の 重合 が 温度非依存性 とな る こ とか ら確 め

られ た 。 ま た ，OQCで 水抽出 した ア ク チ ン （GATP ）

に ，後 か ら ミ オ キ ナ
ーゼ を 添加 して も，速 か に G ・

o　れ　oATP

に 転換 し た 。 従来 の Hayashi の 方法 で 調製 し

た GADP も同 様 に ミ オ キ ナ ーゼ の 存在 下 で GATP

に 変 る こ とが 認 め られた 。

ホヤ の 筋収縮 タン パ ク質　 

単離 された天 然 ア ク チ ン 7 イ ラ メ ン トに つ い て

豊田直 二 ，大 日方昂 （千葉大
・理 ・生 物 ）

The 　 native 　thin 　filarnent　from　Ascidian　 muscle

NAOZI 　 TOYODA ，　 TAKASHI 　OBINATA

　無脊椎動物に お け る 筋収 縮 ・緩弛 の 調節系 と して

ア ク チ ン に 結合 した ト ロ ポ ニ ソ （TN ）・ト ロ ポ ミ オ

シ ン （TM ）に よ る 系 や ， ミ オ シ ン 自身に よ る系 が 広

く知 られ て い る 。 しか し，脊椎動物 に 最 も近 い 原索

動物 に 関 す る研究 は 乏 しい の で ，本実験で は マ ボ ヤ

の 体壁筋 よ り天 然 ア ク チ ン フ
ィ ラ メ ン ト （NTF ）を

分離 して 調 べ た 。

　ホ ヤ の NTF は Szent−Gy6rgyl （1970） の 方法を

多少修正 す る こ とに よ り，電顕，超遠心 ， お よび電

気泳動的 に 高純度 の もの が 容易 に 得 られた 。
フ ィ ラ

メ ソ トの S20w は 約 40S ，長 さ約 1〜2
μ

m で ， 典

型的 二 重 ら旋構造を もち ，また 高 い 流動複屈折を 示

すな ど， 他 の ア ク チ
’
／ フ

ィ ラ メ ン ト と よ く似 て い

る 。 ウ サ ギ ミ オ シ ン に 加え る と，Mg ＋ ＋ −ATPase を

活性 化 し，粘 度を 上 昇 させ る な ど， ミ オ シ ソ と良 く

反応す る こ とが認 め られた 。
SDS 一ア ク リ ル ア ミ ド

ゲ ル 電 気 泳 動 で 調 べ た 所，ア ク チ ン の 他 ，
TN お よ

び TM に 相当す る パ ン ドが確認され た。こ の NTF

と ウ サ ギ の 精製 ミ オ シ ン を混ぜ た時 Mg ＋ ＋−ATPase

お よび 超沈殿 は Ca ”

の 存在 に 強 く依存 し，　 EGTA

を 加 え る と著 し く阻害 さ れ た QCa
廿

の 必 要濃度 は

約 10
−5M

で あ る 。 こ の 様 tg　Ca ”

依存性 は NTF を ト

リプ シ ン で 軽 く処 理 す る （NTF タ ン パ ク 量の 1／500

量 で 20 °C ，10分間）と完全 に 失 な わ れた。また NTF

を 0．6MKCI 存在 下，室温，ユhr処理 後10万 xg ・3hr

遠心 し た上清を硫安分画 （30〜8 ％飽和）す る こ と

に ょ り，ア ク チ ン を 含 ま な い TM ・TN 分画が 得 ら

れ た 。 こ の 分画 を Ca＋＋
非感受性 の ウ サ ギ 合 成 ア

ク ト ミ オ シ γ に 加え る と著 しい Ca 料

感受性 を 示す

様 に な っ た 。以 上 の 事か ら ホ ヤ の NTF に TM ・TN

系の 存在が結論 され る。
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